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はじめに
　中学３年生に大学生が描いた作品10点を、題材名が
伏せられた形で鑑賞させる。その中からよさを感じた
作品３点を選ばせ、表現効果に関して各自の感想を記
述させる。本研究はそうした実践を基盤に置いてい
る。４クラス合計143名中の８割は少なくとも、自ら
が選んだ３作品の内の１点は絵の主題を正しく把握で
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　　学生作品『ストレスのゆくえ』１）の鑑賞を事例として　　
*立　　原　　慶　　一
Observations on third-year junior high school art appreciation worksheet: Case study on 
appreciation of the student works Sutoresu no Yukue （Where Stress Goes）
TACHIHARA Yoshikazu
Abstract
　　Third-year pupils of the affiliated junior high school were set the task of appraising ten works painted by 
university students. Pupils were asked to choose three that they felt to be good, and describe their views on the 
expressive effect of these works. This study is based on the implementation of this exercise. Of special note was 
the fixed number of pupils who felt a particular work to have positive or neutral value. The works by the 
students were titled “Where Stress Goes,” so it was unexpected to find pupils with feelings of value of this type.
　　The study focused on opposing points surrounding appraisal of the works to conduct a detailed analysis of 
the content of the worksheets. As a result it was found that not misapprehending feelings of value with regards 
to works on which pupils’ feelings were divided was the determinant of art appreciation ability. This revealed 
the reciprocal relationship between ability to grasp the theme of the paintings, and the ability to seek in the 
method of expression grounds for being sensed in this way.
　　　　　　　　　Key words： views on the expressive effect（表現効果に関する感想）
 positive or neutral value（プラスやニュートラルな価値）
 feelings of value（価値感情）
 art appreciation ability（鑑賞能力）
 the theme of the paintings（絵の主題）
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きた。その中で注目されるのは、ある作品に対してプ
ラスの価値を感じ取った者、いわば美的特性を誤認し
た生徒が一定数存在したことである。学生による作品
制作の題材名は「ストレスのゆくえ」であったので、
その種の価値感情を抱いた事態に対して意外感を抱い
た。
　本研究は作品評価をめぐる対立点に着目し、鑑賞
ワークシートの記述内容を詳細に分析する。とくに作
品の感じ方が正負に大きく分かれてしまう場合を問題
とする。作品の美的特性としての価値感情性を誤認し
ないことは、鑑賞行為さらには能力の決め手になるの
ではなかろうか。それは絵の全体的な主題を把握でき
るとともに、そう感じ取られる根拠を表現方法のあり
方に求めることのできる能力と、有意な関係にあるこ
とが想定される。主題感受までの道のりには、美的特
性を正しく受容するということが一里塚となろう。そ
うした仮説の有効性を実践的に検証してみることにす
る。
１．生徒による作品選定の状況
　全生徒143名。　一人３点選抜、ただし３点選ばな
かった生徒がいた。
作品１　　　　　8（票）　　　10（位）
作品２　　　　104　　　　　　 1
作品３　　　　 54　　　　　　 4
作品４　　　　 12　　　　　　 8
作品５　　　　 91　　　　　　 2
作品６　　　　 10　　　　　　 9
作品７　　　　 21　　　　　　 7
作品８　　　　 29　　　　　　 6
作品９　　　　 62　　　　　　 3
作品10　　　　 34　　　　　　 5
　各作品の得票数は妥当な線を示していよう。低位の
作品は絵の意味としての主題が、直観的に判別しにく
いものであった。それはモチーフ・情景が明確でな
く、非再現的非具象的な絵である点に原因があろう。
高位の作品は主題が一目瞭然で感受できるものが選ば
れた。それはモチーフ・情景の性格づけが説明的すぎ
るほど、明確な点に理由が求められよう。
２．感情性を誤認しなかった事例
【作品１】
　８名中６人がマイナス価値感情的に、２人がニュー
トラル価値感情的に作品の美的特性を受容した。
　題材が「ストレスのゆくえ」であるにも拘わらず、
魚の群れが描かれているように受け取られた例もある
ので、作品の表現効果に対する評価は高いとは言えな
い。得票数が最下位であったことが物語っている。し
かし怖い色で彩色された花びらが街を襲うシーンと捉
え、街が壊れていく本当の恐ろしさが表現されてい
る、と絵の主題を感受する者もいた。直観的な把握法
はズレていても、美的特性のレベルではマイナス価値
感情として正しく受け取った例も６件ある。この他、
明暗のハッキリした曲線部と直線部からできている点
や、描写法の丁寧さなど造形方法の指摘がなされてい
る。それは作品の美的特性がニュートラルな価値感情
として把握されたことに他ならない。
【作品２】
　104名全員がマイナス価値的感情に色づけされた主
題（作品の意味）をこの作品から感受した。絵の主題
が正しく把握された代表的な事例の一つである。
　「自分を小さくして、けむりを目立たせて、けむり
を人生にたとえて、リセットするというのを、より伝
えている」
　「暗い色で本人の疲れや悩み、ストレスなどを表し
ていると思いました。首が後ろに下がっているので、
疲れがたまっているように感じました」
　「絵の具を使うことによって、背景を暗くぼやけた
あいまいな形にして、自分の中にある悩みとか悲しみ
とか負のオーラを強調している。また単純化すること
によって、いっそうその気持ちを強めている」
【作品３】
　この作品はストレスによってうちひしがれている
が、音楽によって発散されるかもしれず、それに何ら
かの期待を込めている事情が主題として感受されてい
る。かくて54名の全員がマイナス価値感情として作品
の美的特性を受容した。これも作品の意味としての主
題が正しく把握された代表的な作例である。
　「中央にいる大きな人がかなり『丸』く単純化され
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ることで、その表情とでかなり安らいでいるように見
せている。コンポやそのコードと、流れ出る音と人で
ハートの型が作られており、それで『音楽』が人の
『ハート』に与える影響を表している」
　「この絵から『暗いときも明るいときも、音楽を聴
いて、いやされている』という中心人物の生態が伝
わってくる」
【作品４】
　この作品の美的特性をマイナス価値感情的に受け
取った者は12名中５人、ニュートラル価値感情的に受
容した者が７人であった。
　「自分のはっきりした性格を描いている」
　モチーフである人物の性格や、造形方法の各種特徴
を指摘するなど、７名の生徒はニュートラルな価値感
情としてこの作品の美的特性を感じ取っている。
　「人物が真ん中にいて単純化されて描かれているの
で、りりしい印象。手を描くことで、心優しさを出し、
白い人形でミステリアスになっているような気がす
る。色が濃い寒色で描かれているので、冷たいクール
なイメージになる」
　「青い背景がなぜか絵の中の人物の左肩の方を青で
消していて、右肩の方は消していないところから、絵
の中の人物の心が何かに染まっている感じがする」
　この感想は「心が何かに染まっている感じ」という
主題を感じ取っているので、作品の美的特性はマイナ
ス価値感情的に受容されたと見なされよう。「作品４」
における、マイナス価値的感情としては人物の描写・
彩色法に着眼して冷たく、怖く、ミステリアスな感じ
を受け取ったり、中央に描かれた主役の表情から心理
的精神的な偏向状態を察知している。
３．感情性を誤認した事例
【作品５】
　91名中、マイナス価値的感情として本作品の美的特
性を受け取った者は72人、ニュートラル価値的感情を
作品から感じ取った者は10人、プラス価値的感情とし
て受容した者は９人であった。今回試みられた全10作
品の鑑賞活動ではこの作品において、通常は現れるは
ずもない美的特性のプラス受容者が、初めて数え上げ
られたことになる。
１）マイナス価値感情の感受
　「新聞紙にお化けのような顔を描くことで、世の中
の悪いことなどで、そこの絵に写っている女の人がむ
しゃくしゃしていることがわかる。そこからすべてに
おいて嫌になり、やけ食いしていることがわかる」
　これは作品鑑賞の代表的な事例であり、ストレスか
らくる摂食障害が作品の主題として把握されている。
　「誘惑するようにいろんな食べ物が並んでいて、つ
い夢中で食べてしまうけれど、後ろの新聞記事やニヤ
リと怪しく笑う顔（本人の想像？）が、肥満などの恐
ろしさを物語っている。それに気付いている本人も
『ぎくっ』という表情を見せて、冷や汗をかいている」
　「お菓子を食べている自分がいるのだが、上にいろ
いろな食べ物の事件におびえている。食べ物の中には
いろいろな悪い物が入っているのに、つい食べてしま
う自分」
　「後ろに描かれている食べ物を女性が必死に食べて
いる。その後ろには悪魔のように笑っている顔があ
る。この事からファストフードやインスタントといっ
た食事を続けることの危険性を示しているのではない
か」
　「背景の食べ物が主にジャンクフードであることか
ら、『ジャンクフードの食べ過ぎによる恐ろしさ』を
表していると思う」
　「我を忘れている自分、後ろの悪魔のようなもの
が、きっとメタボや、そういうものを危ぐしていると
思う」。
　ストレスから発する摂食障害に次いで多いのが食べ
物の誘惑である。それに負けてしまう自分の弱さや、
食べるのは好きだけど食べる自分は好きじゃない、と
いう事態が絵の主題として把握されている。またファ
ストフードやインスタントなど、食事のもたらす健康
への危険性がテーマとして把握されている。
２）ニュートラル価値感情の感受
　「食べ物を明るく、顔を暗くすることで、食べるこ
との良い影響と、悪い影響を表している」
　「色が黒ではなく、黒に近い色を多く使うことに
よって、食に対する欲望のようなものが伝わってくる
気がする」
　「人物の表情、色の感情を組み合わせることによっ
て、より激しくよりリアルに描かれていると思う」
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　これらの事例は「食の善悪」「食欲そのもの」など
の事象が主題とされることで、プラスにもマイナスに
も価値感情が働かされず、ある美的状況についての確
認が示されている。それとともに、描写・彩色法の特
徴を指摘してニュートラル的な価値感情が、主に作品
の美的特性として受容されている。
３）プラス価値感情の感受
　① 「自分の食べたいもの（ポテト、ハンバーガー、
お菓子など）を大きく前にだしているかんじで、
『これが夢』というかんじをだしている」
　これらは中学三年生としては、あまりにも粗雑な感
じ取り方だといえよう。作品の意味としての主題の感
受において、通常の場合と大きなズレが目立つ事例で
ある。この生徒が他の２作品をどのように捉えている
のかは、興味深いところである。その点を調べてみよ
う。
※ 「作品４」「背景の三分の二が濃い水色で、目をはっ
きり『キリッ』と描いていて、冷静な感じを伝えて
いる。前の像のようなものが奥行きを感じさせてい
る」「作品９」「人を単純に描いていて、しかも人が
全体的に黒なので、花火がとても強調されている。
真ん中の人が手をあげているので、『絵』のバラン
スがなんかいい」
　いずれも作品の感情性について正負の価値づけをあ
えてしないとともに、構図法や空間構成法など造形方
法の特徴を述べるなど、ニュートラルな価値感情を作
品の美的特性として受容している。しかしそれでは、
作品の鑑賞としては不十分と言わざるをえない。作品
の美的特性としての感情性を正しく受容することは、
絵の意味としての主題を感受できる鑑賞行為、さらに
は能力そのものに直結する事情が判明する。そのため
には主題感受への道のりとして、作品の美的特性を正
しく感じ取らせる場面が必要とされよう。
　② 「後ろの悪魔みたいな奴が女の子を、ゆうわくし
ているかんじがする。また、左画面上に真っ白い
部分があるところから、ゆうわくにがんばって勝
とうというような感じがする」
　この生徒は誘惑に勝利し前向きに頑張っていこう、
という意志を主題として感受した。それでは彼は他の
２作品をどのように鑑賞しているのかを見てみよう。
※ 「作品９」「一番先頭にいる人が周りにいるファン
みたいな人達に手をあげてこたえているところか
ら、その人のコンサートみたいな感じがする」「作
品10」「上に流れていく湯気と共に、マグマの流れ
ていて噴火している火山（怒りの感情？）が消えて
いっているところから、気持ちよくなって感情を忘
れたのかなと思った」
　いずれもプラスの価値感情として感じ取っており、
美的特性としての感情性の受容が未熟な形でなされて
いる。作品５をめぐる美的特性の誤認はその他２作品
の鑑賞にも響いているのである。この生徒は絵の主題
感受どころか美的特性についても、一点たりとも正し
く受容できなかったことになる。今回の調査の中では
珍しい事例である。
　③ 「手前に大きく、暗く影などをつけたかなりイン
パクトのある顔を描いて、背景には新聞をはりつ
けたり、食べ物をたくさん描くことで、生活習慣
病には気をつけよう、というような意志がかなり
分かりやすく伝わってくる作品だと思いました」
　この生徒は生活習慣病にかからないで、前向きに生
きる意志を主題として感受した。彼は他の２作品につ
いて、どのように語っているのだろうか。
※ 「作品２」「上に向かって白からだんだん黒くなっ
ていくグラデーションの背景が作者の心の暗い部分
をすごく分かりやすく表していると思いました」
「作品３」「片方には寒色の青の背景で、日々の生
活への嫌な気持ちが表されていて、もう一方には明
るい黄色ではないかと思いました」
　「作品２」について絵の主題は心の暗部を示してい
ると見なし、「作品３」については音楽を聴くことで
そのつらさが発散され、救われるかもしれない幾分か
の可能性が、主題として感じ取られている。したがっ
て感情性の的確な受容がなされたと見なしてよい。し
かしながらここで振り返るに、「作品２」と「作品３」
において絵の主題を誤認した生徒は皆無であった。そ
れゆえ主題の感受や美的特性の受容が的確になされて
いたとはいえ、この生徒の鑑賞能力は評価されるほど
ではない。恐らく彼女は「作品５」をまずマイナス価
値的感情として把握するものの、それで収まらず自分
流の生活感情を投影させるほどに、プラス価値感情を
受容したのではなかろうか。絵の主題を正しく感受で
きなかったのは、基本的に美的特性を受容する仕方が
間違っていたからであろう。
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【作品６】
　作品６を選んだ生徒10名中、マイナス価値感情とし
て作品の美的特性を把握した者は９人、プラス価値感
情として受容した者は１人であった。
　「蛍光オレンジ、黄色、濃い青などのきばつな色を
用い、画面いっぱいに線だけをえがいて、暴れさせる
ことで、心の中が荒れていて、むしゃくしゃしている
印象を与える」
　「自分の考えや思いがまとまらず、頭の中がごちゃ
ごちゃしている」
　自分の心が荒廃し、精神的に乱れているさまが伝
わってくるなどと絵の主題を感受し、ほとんどがマイ
ナス価値的に美的特性を受容した。そうした中たった
一人ではあるが、プラス価値的に作品の感情性を感じ
取っている者もいる。
　「文字と数字の影に隠れながらも自分をひっそりと
描いて、埋もれていても、戦闘モードでたちむかって
いこうとしている」
　この生徒は苦難にあっても攻撃的に立ち向かってい
こう、との強固な意志を絵の主題として感受した。こ
のことから彼は普通の感性と大幅にズレていると思わ
れるが、他の２作品をどのように鑑賞しているのかを
見てみよう。
※ 「作品２」「自分を真っ黒にして、体から抜けていっ
たものは、いろんな暗色にしていることから、悲し
みではなく、モヤモヤがたまってそれを放出し、情
けない自分を否定しようとしていた」「作品10」「銭
湯といえば富士山だが、それを噴火させることで、
熱湯につかり、ほてって顔色まで悪くなった自分を
表現しているが、それを我慢している」
　いずれも絵の主題が感受されていることが分かる。
マイナス価値感情として作品の美的特性を把握してい
る点で鑑賞法は的確であるが、「作品２」はすでに見
たように、全生徒によって絵の主題が正しく把握され
たのである。その点を鑑みるならば、この生徒の鑑賞
能力はそれほど高くないことが分かる。しかしなが
ら、「作品６」の主題をなぜ「戦闘モードで立ち向かっ
ていく意志」などと感受し、美的特性をなぜプラス価
値感情的に受容したのか理解に苦しむのである。恐ら
く彼はマイナス価値感情的な受容に満足せず、自己の
生活感情を背景に特別な思い入れをすることによっ
て、プラス価値の感情性を翻転的に受け取ったのでは
なかろうか。主題の感受に到達するためには、美的特
性の正しい受容がその前提として不可欠なのである。
【作品７】
　21名中、マイナス価値感情として作品の美的特性を
受容した者は18人、ニュートラル価値感情として把握
した者は３人であった。
　「色は紫色という暗い色で、線がふにゃふにゃに
なっているところから、その人の心情を表しているの
ではないかと思います」
　執筆者はどのような心情かは明言していないが、人
間の心情一般を主題として表現した作品として捉えて
おり、作品の美的特性をニュートラルな価値感情とし
て受け取ったと見なされよう。
　「自分を赤の丸としている。自分の善とか悪がぶつ
かり合っている感じ、どんどん悪がかってきて、自分
はどっちにいこうか迷っているイメージ」
　「矢印の雨的なものが降っていて暗いイメージなの
で、自虐的だなと思った」
　心の迷いや自虐性が絵の主題として把握されている
ので、作品の美的特性としてマイナス価値感情が受容
されたとみなしてよい。
　この作品の美的特性をニュートラル価値感情的に感
じ取った生徒の鑑賞力が、とくに劣ったものとは判定
できない。この作品の場合、ニュートラル価値感情的
な受け取り方も、納得できる範囲内にあろう。
【作品８】
　29名中、作品の美的特性をマイナス価値感情として
15人、ニュートラル価値感情として９人、プラス価値
感情として５人が受容した。
１）マイナス価値感情の感受
　「いろいろな新聞で作った建物を、赤い人が壊して
いる。ストレスが発散しているみたい。新聞の内容も
『自殺』とか書いてあって、マイナスなものを表して
いる。遠くから見たときと、近くから見たときのどち
らも楽しめる。近くから見たら、人が渦巻いていた」
　「人間の写真を用いていることから、人物の生活に
ついて語っていると思った。また、その写真の向きか
ら人間のいろいろな一面を表していると思う。画材の
内容で新聞の『自殺』についての記事と上にある天国
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のような、『リゾート』との対比がはっきりしている
と思う。いろいろな色の記事や写真をはっていること
から、人間世界のいざこざを表していると思った。ま
た真ん中にある人物が赤く、脚の痛々しいようすか
ら、『自殺』のこわさを表していると思った」
　「新聞紙は現実にあるもの（ニュースなど）を記事
にしているので、使うことによって描いた人の心のモ
ヤモヤが現実に近づいていく感じがする。というより
もモヤモヤの形がはっきりしてくるんだと思う」
　「おそらく新聞の切り抜きの中に、赤く大きく人の
姿があるので、社会との関わり（社会の中での自分の
存在）、社会に対する批判も含まれているんじゃない
か。空の水色と、自分の赤が正反対にあると思うので、
自分と社会と自然のようなことも、伝えたかったん
じゃないかと思う」
　以上の感想では「ストレスが発散」「人間世界のい
ざこざ」「心のモヤモヤがやってくる」「社会に対する
批判」などを絵の主題として感受している。コラー
ジュされた新聞の記事内容がマイナス価値感情で充満
し、人物の脚がちぎれて痛々しかったり、人物の彩色
法が赤色で塗られて異様であったり、人物が構図上の
まとまりもなくアンバランスに渦巻いたりすることな
どに着目して、彼らはマイナス価値感情的に作品の美
的特性を受容したのである。
２）ニュートラル価値感情の感受
　「人物が赤いということから、この世の人ではない
ことが分かる。宙に浮いていることから、この世に存
在している人ではない」
　「この世にいる『自分』が置かれている状況は、た
くさんの人間がいて、もの凄く揺れ動いていて、『自
殺』を考えるような所にいると思う。その中で『自分』
が必死に戦っているのだと思う。上にある雲はめまぐ
るしく回る自分の『現実』と、頭の片隅にあるような
『理想』や『夢』の世界を表していると感じた」
　「かなり目立ついろいろな切り抜きに対して、何も
ない赤い人（かなり単純な構図）と何もない青いだけ
の空ですが、カラフルな切り抜きに囲まれているのに
（そのせいで）赤い人が目立っていました。全く違う
いろいろな色の切り抜きを使っているのに、逆に赤い
人がいちばん目立っていると思いました」
　このグループでは ｢この世に存在しない人」「現実
と夢の対比的世界」などと絵の主題を感受することに
よって、以下の美的特性が受容された。それは宇宙論
レベルの事物を持ち込んだり、必死な自分を突き放し
て静観したり、現実と夢のニュートラルな対比を冷静
に感じたりして、作品の感情性をプラスもしくはマイ
ナス価値感情に色分けしようとしない。あくまでも
ニュートラルな美的特性である。また「コラージュ技
法による強調」など造形方法の特徴を指摘して、作品
からニュートラルな価値感情を美的特性として把握し
ている。
３）プラス価値感情の感受 
　「人が赤でかいてあることで、強い自我が伝わって
きた、周りの物がはっきりしているわけではないとこ
ろが、絵としての力を強くしている」
　この生徒は「強い自我」「絵としての力」を絵の主
題として感じているというが、なぜこのような鑑賞の
仕方をしたのかを理解できない。この生徒が他の２作
品について、どのように鑑賞しているのかを見てみよ
う。
※ 「作品２」「全体的に暗いふんいきでかいてあって、
背景からとても気持ちが伝わってきて、ポーズでさ
らに強調されている」「作品９」「いろいろな色を
使っていることでとても不思議な感じがして、かい
てある人の形もどちらかといえば宇宙人のようなこ
とを思わせる感じ」。
　「作品２」の方は誰もが絵の主題を正しく感受し、
美的特性をマイナス価値感情として捉えているので、
誤認しないからといって鑑賞能力を評価するわけには
いかない。「作品９」の方については「不思議な感じ」
を絵の主題として把握したが、それはいわば美的特性
のレベルでしかない。また「宇宙人のよう」と形容す
るなど宇宙論化することによって、プラスとマイナス
の価値感情を超越し、ニュートラルな価値感情として
作品の美的特性を受容することに逃げてしまってい
る。その点でこの生徒の鑑賞力は高いとは言えない。
彼の誤認率は66 .7％であり、感情性の誤認は引き続き
主題感受の誤認へと連鎖的に続くのである。ここでも
主題を感受するためには、美的特性の正しい受容がそ
の前提として不可欠とされるのである。
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【作品10】
　34名中、マイナス価値感情として14人、ニュートラ
ル価値感情として８人、プラス価値感情として12人の
者が作品の美的特性を感受した。この作品はプラス価
値感情か、マイナス価値感情かを判定するのがとくに
難しい。プラスの要素として露天風呂。マイナスのそ
れとして火山があり、どちらに力点を置くかによって
異なるからである。
　また時間経過的にどちらを最終点と見なすかによっ
て、作品の感情性は大きく変わってくる。この絵の作
者は事前のストレスを火山によって、風呂で事後の発
散への期待を象徴させて描いているのであろう。本作
品においてはプラス判定者であっても、「明確に」誤
認だと断定できない。それゆえ「作品５や８、さらに
９」で行ったように、美的特性の誤認者が他の２作品
をどのように鑑賞したのかを調べてみてもあまり意味
はない。それによって普遍的な内容は得られないと思
われる。この事例の場合、感情性をめぐる正負の判定
が恒常性を持たず、流動的にならざるをえないからに
他ならない。
　「広いせんとうの中に一人でかべの赤い山の絵を見
ていて、自分と比べてその山がとても大きいように思
いました。山を青や緑などではなく赤でかくことで、
とても大きくはげしいように見えました」
　この生徒は描かれた山の壮大さと激しさを絵の主題
として感じ取って、前向きに生きる勇気を得たことか
らもプラス価値感情の作品受容がなされたようだ。
　「火山の『動』と人間の『静』が対比になっている
と思います」
　この生徒は絵から対比の美意識を自覚しているの
で、ニュートラルな価値感情を作品の美的特性として
受け取ったといえよう。
　「うしろにふんかした山をかくことで、とても熱い
ということが読み取れる。またゆっくりしているみた
いだけど、目をかくしていて、キレてるみたいだと
思った」
　この生徒は主人公が「キレ」ていると見て取ってい
るので、明らかにマイナス価値感情を美的特性として
作品から受容したのである。
４．多くの者が感情性を誤認した事例
【作品９】
　「作品９」は62件の得票があったが、選んだ理由を
記載しなかった生徒が２名いた。結果的に60名が調査
対象となったが、そのうちプラスの価値感情として作
品の美的特性を判定した人数は32人、53 .3％であり、
ニュートラル価値感情と感じた人数は10人、16 .7％、
マイナス価値的感情と見なした人数は18名、30％で
あった。この作品は他作品に比べ、プラス判定者が群
を抜いて多いのが特徴的であり、この点でも詳細な検
討が求められる事例となる。
１）プラス価値感情の感受
　「暗い部屋の中に人がたくさんいて、太陽が上から
さし込んでいることから、神聖な場所という感じと、
神秘的な感じをかもし出している。人々が皆、上を見
て手を上に掲げているので、祈っている感じがする」
　「影と下からの視線によってたたえている感じがす
る。光に囲まれていることによって、自然と意識が真
ん中の人に行くようになっていると思う。真ん中だか
ら堂々としているイメージ。夜の光は明るいイメージ
が出るから、パレードのような楽しい感じが出ている
と思う」
　「一番先頭にいる人が周りにいるファンみたいな人
達に手をあげてこたえているところから、その人のコ
ンサートみたいな感じがする」
　「腰のあたりまで出ている人に対して、手をあげて
いる人が自分の意志を伝えようとしている。周りに負
けないで、尊敬している人に追いつこうとしている」
　「この絵を見て人がいっぱい描かれていて、人の形
が立体的に描かれていて、人がよりたくさんいる感じ
が伝わりました。また、その人たちがやみの中の光に
向かっているところから、前を見てがんばる気持ちが
感じました」
　「たくさんの人に囲まれて腕をあげている様子か
ら、たくさんの友達や親に支えられていて、とても幸
せだなと感じている自分を描いているのだと思う。ラ
イブハウスのような雰囲気を感じる。ちょっと不思議
な絵のようにも感じる」
　「影などもつけていて、より人がはっきり描かれて
いる。その中に自分がいるので、自分が有名人になる
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夢が現実のようにリアルに描かれている。顔などが
はっきりしていないので、憧れや夢ということを強調
したいのかなとも思う」
　このグループでは「ちょっと不思議」と感じる生徒
もわずかに見られるなど、かすかな躊躇を伴った形で
あっても、作品の美的特性は最終的にプラスの価値感
情として受容された。「神聖な場所」「神秘的な感じを
かもしだしている」「パレードのような楽しい感じ」
「その人のコンサートみたいな感じ」「夢や憧れ」「や
みの中の光に向かっている」「前を見てがんばる気持
ち」「尊敬している人に追いつこうとしている」など
が絵の主題として感受され、プラスの価値感情が作品
から美的特性として受容されている。こうした鑑賞法
も理解に苦しむのである。
２）ニュートラル価値感情の感受
　「遠近法を使ってどこまでもこの世が続いていくよ
うなイメージだった。立体的に描くことでもたくさん
の人が重なっているように見えた。寒色の中の暖色だ
から目立つ気がした」
　「夜空に花火が拡がっていて、それを背景に一人を
中心に何かを行っている様子が分かる。顔や服が単純
化されていることから夜だと分かる」
　「いろいろな色を使っていることで、とても不思議
な感じがして、描いてある人の形もどちらかといえ
ば、宇宙人のようなことを思わせる感じ」
　このグループでは、「この世が続いていくようなイ
メージ」「一人を中心に何かを行っている様子」「不思
議な感じ、宇宙人のようなことを思わせる感じ」など
プラス価値でもなくマイナス価値でもない、一定の美
的状況的価値が突き放された視点から冷静に述べられ
ているだけである。また「立体的に描く。寒色の中の
暖色だから目立つ」「単純化」「いろいろな色」の活用
など描写・彩色法に関する指摘を行って、ニュートラ
ルな価値感情として作品の美的特性が受容されている。
３）マイナス価値感情の感受　
　「手前の人物達が全員、中心の人物を見つめている
ところから、中心人物への信仰や崇拝していることが
感じられた。また背景に工夫が見られ奥行きの深さが
伝わる。全体的に見ると、狂気や宗教じみた雰囲気を
感じた」
　「たくさん描かれている人物の後ろにある山や光み
たいなものが、神秘的な感じがする。奥行きがあるの
で人がたくさんいるのが分かる。手が大きく描かれて
いるので、手を大きく挙げていることに何か意味があ
るように見える。背景の山が下の湖に写っているのが
不気味な感じがする。たくさんの人々が狂っている感
じがする（宗教がらみ）」
　「曲線で描くことによって人間味が出ているが、単
純化されているので何か怖い印象。寒色・暗色の割合
が多いが、暖色も使われていると、洗脳されるような
複雑な心境になる。一人だけ高いところにいて、何か
の集団を思わせる（教団）。川の中？（岸？）で何か
をしている」
　これらの事例は作品から「狂気や宗教じみた雰囲
気」「不気味でたくさんの人が狂っている感じ」「洗脳
されているような複雑な心境」など絵の主題が感受さ
れたことを示している。作品からマイナス価値感情の
美的特性を一律に受容することで、いずれも的確な鑑
賞がなされていると評価できよう。
４）美的特性のプラス判定者とマイナス判定者
　美的特性のプラス判定者がワークシートに記述した
内容を分析してみると、「手をあげている人が自分の
意志を伝えようとしている。周りに負けないで、尊敬
している人に追いつこうとしている」「やみの光に向
かっているところから、前を見てがんばる気持ちを感
じました」「たくさんの友達や親に支えられていて、
とても幸せだなと感じている自分を描いているのだと
思う。ライブハウスのような雰囲気を感じる」と絵の
主題が感受されていることから、安直にもプラスの価
値感情を受容したのであろう。
　それに対してマイナス判定者は次の項目に着目する
ことで、上に記したマイナス価値的感情を作品の美的
特性として受け取ったのであろう。それは第一に本作
品に特徴的である色調の異様さ、第二にモチーフ・情
景がもたらす異常な雰囲気、第三にモチーフ・情景の
選定法など表現内容面と、造形法など表現形式面にお
ける対比的要素の過度な充満、第四に作品全体から必
然的に受ける奇怪な印象、第五に奇妙なデフォルメを
あげている。美的特性のプラス判定者は上記５つの局
面において、それぞれ均整が採れていないことに気付
かなかったのであろう。これらに着目させ作品の美的
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特性を正しく受容させることが、主題感受の前提にな
るものと思われる。
　もとより主題感受は学習指導要領において、鑑賞体
験の第一義的なものとして位置づけられている２）。美
的特性のプラス判定者32名が、その他２点の表現効果
に関して、どのような感想を抱かせたのだろうか。そ
れを調べてみると、以下のような結果が現れた。２作
品について、「主題感受」と「解釈」３）をなしえた生
徒が32名中の11人で34 .4％、１作品についてのみでき
た生徒が32名中の12人で37 .6％であった。一切不可能
であった生徒が32名中の９人で28％であった。ここで
「主題感受」とは絵の全体的な意味が生徒によって、
感性的に把握されることの謂いである。また「解釈」
という語には、作品の感情性や意味が直観として何を
根拠にして実現されているのかを理解し、説明する営
みを意味させることにする。
　美的特性のマイナス判定者について上と同様な調査
をしてみると、２作品について、主題感受と解釈の双
方がなされた生徒が18名中の14人で77 .8％名、１作品
についてのみできた生徒が18名中の４人で22 .2％で
あった。このグループに属する生徒による感想の事例
として、
　① 「作品２」「色が黒や灰色などの寒色しか使われ
ていないので、暗い雰囲気が出ている。また自分
自身も黒色一色で描かれているので、つらい気持
ちや悲しい気持ちが出ている。下の方に『please 
reset』と文字で書いてあるので、その人の嫌な
ものを消したいという気持ちがはっきりと分か
る」「作品７」「紫色の背景に濃い紫で下向きの矢
印が何本も落ちているところから、暗鬱なイメー
ジが出ている。また自分をはっきりと描いていな
いので、消えたいのかなと思いました」
　② 「作品３」「明るい自分と暗い自分を描いている
ことで、人前ではけっこうはっちゃけているけ
ど、一人になるといろいろな不安や悩みをかかえ
てしまうという性格が表れていると思う」「作品
10」「後ろに描かれた火山が爆発しそうなのと、
自分以外にお風呂に入っている人がいなくて自分
一人ということで、孤独で今にも爆発しそうな気
持ちが描かれている。汗をたくさんかいているか
ら、まだがまんしている感じもする」
　③ 「作品３」「ダブルイメージで明と暗で分かれて
いるが、その二つをつないでいる。おそらくこの
人は音楽を聴くことで悲しさやつらさをまぎらわ
せて明るい気持ちにしているのだと思う。中心の
人を斜めに描くことで、音楽を聴いている気持ち
良さが現れている」「作品６」「蛍光オレンジ、黄
色、濃い青などのきばつな色を用い、画面いっぱ
いに線だけを描いて、暴れさせることで心の中が
荒れていて、むしゃくしゃしている印象を与え
る。上から『オレンジ・青・オレンジ』よりも
『青・オレンジ・青』の方が荒れている様子がよ
り表現されていると思う」
　いずれの事例も美的特性のレベルではなく、れっき
とした「主題（作品の意味）」のレベルでの「感受」
とともに、「解釈」も的確になされている。
　美的特性のプラス判定者とマイナス判定者を比較し
てみると、２作品について十全な鑑賞体験が可能で
あった者はそれぞれ34 .4％と77 .8％である。両者には
実に43 .4ものポイント差が出た。上記５点の局面に着
目し、均整が採れているか否かを判断することによっ
て、作品の美的特性としての価値感情を誤認しないこ
とは、鑑賞行為さらには能力の決め手となる事情が判
明する。ここで鑑賞能力とは絵の主題を感受でき、そ
れに伴った形で解釈もできる能力の謂いである。解釈
とはすでに述べたように、そう感じる理由を造形法の
あり方に突き止めることに他ならない。
５）｢作品９」におけるプラス判定者７名が「作品８」
「作品10」をいかに鑑賞したか
　「作品８」と「作品10」は「作品９」と同様に、価
値感情の判定において見方が大きく分かれた作品であ
る。「作品９」をプラス価値感情の作品として判定し
た者が、「作品８」を良い作品として選んだ者は７名、
「作品10」を選んだ者は５名である。続いて彼らがど
のように作品を鑑賞したのかを検討してみたい。
　① 「作品９」のプラス判定者が「作品８」をいかに
鑑賞したか
　「水色などの優しい色の中に赤色という刺激的な色
を入れて、自分を強調している。脚を伸ばすことに
よって、動いている感じを出していると思う。まとめ
ると，別世界から舞い降りているイメージ。街をはっ
きりと描かないことによって、遠近感を出していると
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思う。夜だったら絵はどんな風に変わるんだろうと
思った」
　この記述には「自分を強調」の語句が自己の前向き
で積極的な態度を示唆し、「別世界から舞い降りてい
る」がもたらす夢物語らしき雰囲気に着目して、作品
の美的特性をプラス価値感情的に受容した例と見なし
た。
　「人の写真がたくさんはってあってあるので場所は
街。という印象を強く受ける。赤い画用紙に描かれて
いる人→街にまぎれて隠れようとしている（シャ
イ？）。雲の写真（海っぽい）→世界の広さをうった
えるようにかんじるし、空と街で雰囲気が対比されて
いる」
　「遠くのものほど直線的なので、はっきりした印象
である。逆に、前のほうはやわらかく曲線的になって
いて、そこではあまりはっきりした印象はなかった。
新聞紙の色から立体感がつたわってきた。対象がはっ
きりしているので、目を引いた。新聞紙も建物の角度
などに配慮して、選ばれていると思った」
　上記二者は「まぎれて隠れようとしている（シャ
イ？）」「世界の広さを訴えるような感じ」「空と街で
雰囲気が対比されている」と述べ、「印象が明確か否
か」を語るなど美的状況を示すだけで、作品の美的特
性がプラスの価値感情かマイナスのそれかもハッキリ
させていない、あるいはそれを避けている。併せて「曲
線的」「立体感が伝わる」など描写・彩色法の特徴を
指摘するなど、ニュートラルな価値感情を美的特性と
して受容したといえよう。
　「コラージュの中に一人赤い人がいて、まるで中を
もさくしている様子。脚がちぎれていることや、コ
ラージュの上がギザギザなのも『ぬけられない』のを
表している。一つ孤立している『海』に向かいたいの
かなと思わされた。コラージュがみんな『人』の集ま
りでできている。私はそこから一人で逃げ出したいと
いうのが強調されていると思った」
　この作品の感想は「束縛から逃げ出したい気持ち」
を絵から主題として感じ取っているので、明らかにマ
イナス価値感情的な美的特性の受容だと思われる。
　美的特性のプラス判定者は全部で７名、そのうち
「作品８」をプラスの価値感情として感受している者
が４人である。過半数の者がこの種の感情性を美的特
性として受容するなど、明らかに誤認している。この
グループの誤認率は57.1%である。「強い自我が伝わっ
てきた」「絵としての力を強くしている」「自分を強調」
などを絵の主題として感受しているが、プラスの価値
感情として受け取ってしまう心のありようが理解でき
ない。
　ニュートラルな価値感情を作品の美的特性として受
容した者は７名中２人で28.6% であった。彼らはたと
えば「世界の広さをうったえるように感じる」と主題
を把握した。しかしそれは美的特性のレベルでしかな
く、ニュートラルな内容を受容するにすぎない。また
「対象がはっきりしている」「立体感」など特徴的な
造形法の説明に終始したものが多く、さらに一歩踏み
込んで作品をより深く鑑賞しようとの思いは彼らには
見られない。作品鑑賞能力のレベルは一様に低いと言
わざるをえない。
　そうした中にあって、マイナスの価値感情を作品の
美的特性として受け取った者は、先に見たように７名
中１人で14.3% であった。美的特性のプラス価値感情
とニュートラルの受容者を合わせた、このグルーブの
誤認率は85.7%にのぼった。
　② 「作品９」のプラス判定者５名が「作品10」をい
かに鑑賞したか
　「上に流れていく湯気とともに、マグマが流れてい
て、噴火している火山（怒りの感情）が消えていって
いるところから、気持ちよくなって感情をわすれたの
かなと思った」
　この感想は、最終的な気分として述べられた「気持
ちよくなった」に着目して、プラスの価値感情を受容
したと見なされよう。
　「背景を赤色に、そして水の色が青色、この二つを
描くことで、色彩の対比を用いて、絵を緊張させてい
るように感じる。火山の力強さ、お湯につかる自分、
この『強弱』の対比がとてもおもしろい」
　これは主に対比の美意識を指摘しているので、
ニュートラルな価値感情として作品の美的特性が受容
されていると言えよう。
　「後ろにかかれた火山が爆発しそうなのと、自分以
外におふろに入っている人がいなくて自分一人という
ことで、孤独で今にも怒りが爆発しそうな気持ちが描
かれている。汗をたくさんかいているから、まだがま
んしている感じもする」
　この記述では「怒りを我慢している」と絵の主題が
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感受されているので、マイナス価値感情的に美的特性
が把握されたと見なされよう。
　「もう少しで爆発」「危険がせまっている」「孤独で
今にも怒りが爆発しそう」などマイナス価値感情を受
け取った者もいる。しかしそれと正反対である「気持
ちよくなって」「火山の力強さ、お湯につかっている
自分」など意外にもプラスの価値感情として、作品の
美的特性を捉えている者もいる点が注目される。　
　「作品９」のプラス判定者で「作品10」を選んだ者
は全部で６名である。そのうちプラス価値感情の感受
者は１人、16 .7%。マイナス価値感情は３名、50％。
ニュートラル価値感情は２人、33 .3％であった。プラ
スとニュートラル受容者を合わせたこのグループの誤
認率は50%である。「作品８」の場合は85.7％であった。
「作品９」で美的特性としての感情性を誤認し、「作
品10」でも同じ誤りに陥ったのは一人に限られたこと
になる。「作品10」の鑑賞では「作品８」のそれより
も誤認率が低いなど、やや良好な成績を残したことに
なる。
６）｢作品９｣におけるマイナス判定者が「作品８」
「作品10」をいかに鑑賞したか
　マイナス判定者が「作品８」を選んだのは２名、「作
品10」を選んだのは３名であるが、彼らがどのように
鑑賞したのかを検討してみよう。
　① 「作品９」のマイナス判定者２名が ｢作品８｣を
いかに鑑賞したか
　「コラージュの中で唯一、筆で描かれた赤色の人間
は脚が途中で切れていたり、その指がとがっていたり
と、さらに不安をかき立てていると思った」
　「人物のまわりの建物や道路の壊れ具合や、新聞記
事の『自殺』という言葉などから、街全体がくちはて
ている感じがする。赤だけで描かれた人物もその様子
に戸惑っている感じがする。廃品みたいなものにいろ
んな色が使われているので、分かりやすい。赤い人は
血だらけという意味なのか知りたくなる」
　「作品９」のマイナス判定者は「作品８」をこぞっ
てマイナス価値感情的に感じ取った。作品の価値感情
性を誤認した者は皆無だった。その点がプラス判定者
の場合と大きく異なるところである。このグループに
おける美的特性の誤認率は０%であった。
　② 「作品９」のマイナス判定者３名が「作品10」を
いかに鑑賞したか
　「自分は湯気が立つ温泉に入っていて、その背後に
火山（噴火している）を描いて自分の熱い、熱苦しい
という気持ちを表していると思う」
　「絵の中の背景が熱そうな火山、そして自分が熱い
お風呂に入っているというダブルイメージ？（１つの
熱ではない、熱×熱）で、より熱さを強調している。
また、寒色を使うことによって、温度の差がより強調
されている」
　「作品９」におけるマイナス判定者は「作品８」及
び「作品10」の美的特性を、はっきりとマイナス価値
感情として受容している点を指摘できる。もとよりこ
のグループにプラスのそれとして捉える者はいなかっ
た。このグループにおける感情性の誤認率は０%で
あった。
まとめ
　生徒は「ストレスのゆくえ」という題材で大学生が
描いた作品10点を鑑賞したが、作品によっては、その
感じ方が正負に大きく分かれてしまう場合もあった。
本研究は作品評価をめぐる対立点に着眼し、鑑賞ワー
クシートの記述内容を詳細に分析した。作品の美的特
性としての感情性を誤認しないことは、鑑賞行為さら
には能力の決め手になると見なすことができよう。そ
れは絵の全体的な主題を直観的に把握できるととも
に、そう感じ取られる根拠を表現方法のあり方に求め
ることの能力であるが、今回の実践でこれと有意な関
係にあることが判明した。主題感受は学習指導要領に
よって鑑賞教育では第一義的なものとされているが、
それを授業で達成させるためには、作品の美的特性を
正しく受容させることが条件となろう。
　価値感情性の的確な把握は生徒の解釈力に左右され
る事情も明らかとなった。その能力とはすでに見たよ
うに美的特性や主題が作品からなぜ感じ取れるのか、
その根拠を造形方法のあり方に探し求めることのでき
る力の謂いである。具体的には第一に、モチーフ・情
景の選定法及び性格づける方法、描写・彩色法がもた
らす表現効果の点で均整が採れているのかどうか。第
二に、表現方法のまとまり感としての様式的効果の有
無を識別できるかどうかに、かかっているのである。
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註１）立原慶一「現代社会に視線を届かせるような『題材論的
方法』の研究　題材実践『ストレスのゆくえ』を例に絵
画療法との比較を通して　」美術教育学（美術科教育学
会誌）第21号、2000年、 161‒172頁
２）文科省「中学校学習指導要領　第２章　第６節　美術」
の［第２学年及び第３学年］Ｂ　鑑賞　⑴の「ア」
３）石崎・王氏によれば、｢解釈｣は画面に明確にされていな
いことについて、いろいろな知識を活用して考え方をあ
げながら、主に作品の意味を説明することだとされる。
石崎和宏・王文純『美術鑑　賞学習における発達とレ
パートリーに関する研究』風間書房　2006年　114、
164、231頁
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